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Abstract: This research was conducted in order to reveal what eﬀect practical care training has 
on students’ awareness of excretion care. The subjects of this study are university students who 
entered the university in the same year and studied at a care worker training course, and the 
comparison was made between their experience and awareness of excretion care when they were 
freshmen and those when they were senior.
 As a result, when they were freshmen, many of them showed reluctance to get involved in 
excretion care as well as a negative image toward it when they were freshmen due to lack of 
experience. On the other hand, when they were senior, the number of students who showed 
reluctance greatly decreased due to their adaptation to it through the practical care training and 
the recognition of the need for excretion from the perspective of physiological function. There was 
a signiﬁcant diﬀerence in the reluctance toward excretion care between when they were freshmen 
and when they were senior. These facts show that the learning experience in excretion care 
through practical care training and learning in classes at university will weaken the students’ 
reluctance and negative image toward excretion care.
























































介護実習を経験する前の平成 22 年 7 月に，4
年時の調査は，排泄の授業や介護実習を全て終
了している平成 25 年 7 月に，それぞれ実施し
た．調査対象者数は，1年時の調査は 58 名（男
性 32 名，女性 26 名），4年時の調査は 45 名（男
性 23 名，女性 22 名）であり，双方とも全員か
ら回答が得られ（回答率 100%），対象者全員の
回答について分析を行った．なお，平成 25 年
度入学の 1年生への調査は，平成 25 年 7 月に
実施し，調査対象者 15 名（男性 13 名，女性 2名）
全員から回答が得られた．
２．統計処理
調査で得られた回答は，1 年時と 4 年時で
それぞれ実数，率（%）で表した．また，設
問項目によっては，χ2 検定を用いて，1 年時






年時の調査では男性 32 名（55.2%），女性 26 名
（44.8%），計 58 名，4 年時の調査では男性 23
名（51.1%），女性 22 名（48.9%），計 45 名から
回答が得られた．1年時の平均年齢は 18.4 歳±
































ある 6名（10.3%） 45 名（100.0%）
ない 52 名（89.7%） 0 名　（0.0%）
誰の排泄介護に
携わったか
身内 5名 （8.6%） 8 名　（17.8%）
介護実習先の利用者 1名 （1.7%） 45 名（100.0%）
その他 0名 （0.0%） 1 名　（2.2%）
どんな排泄介護に
携わったか
トイレへの誘導・介助 4名 （6.9%） 45 名（100.0%）
ポータブルトイレへの誘導・介助 2名 （3.4%） 29 名（64.4%）
尿器を使用した介助 1名 （1.7%） 14 名（31.1%）
便器を使用した介助 1名 （1.7%） 33 名（73.3%）











男性 32 名（55.2%） 23 名（55.1%） 13 名（86.7%）
女性 26 名（44.8%） 22 名（48.9%） 2 名（13.3%）
合計 58 名（100.0%） 45 名（100.0%） 15 名（100.0%）




















































ある 4名 （6.9%） 6 名（13.3%）
ない 53 名（91.4%） 39 名（86.7%）
無回答 1名 （1.7%） 0 名 （0.0%）
誰からの排泄介護を
受けたか
看護師 2名 （3.4%） 6 名（13.3%）
身内 2名 （3.4%） 1 名 （2.2%）
その他 1名 （1.7%） 0 名 （0.0%）
どんな排泄介護を
受けたか
トイレへの誘導・介助 1名 （1.7%） 2 名 （4.4%）
ポータブルトイレへの誘導・介助 1名 （1.7%） 0 名 （0.0%）
尿器を使用した介助 5名 （8.6%） 0 名 （0.0%）
便器を使用した介助 1名 （1.7%） 0 名 （0.0%）
オムツ交換 2名 （3.4%） 1 名 （2.2%）















1 年時 74 件（一人当たり平均 1.3 件），4 年時
61 件（一人当たり平均 1.4 件）であった．「肌
の露出等に対する物理的対応」についての回



































































への抵抗感」で，1 年時 15 名（25.9%）から 4
年時 4名（8.9%）と 17.0 ポイント減少（p<0.05），
「排泄介護に対する漠然とした否定的イメージ」
も 1年時 6名（10.3%）から 4年時 0名（0.0%）
と 10.3 ポイント減少（p<0.05），「排泄介護の経




「排泄介護の経験による慣れ」で，1 年時 1 名
（1.7%）から 4 年時 7 名（15.6%）と 13.9 ポイ
ント増加（p<0.05），「生理機能的観点での必要






示す．「排泄物の特性の印象」は 1 年時 13 名
（22.4%），4 年時 9 名（20.0%），「排泄介護技術



































































（22.4%）から 2名（4.4%）と 18.0 ポイント減少 
（p<0.01），「羞恥心やプライバシー保護に対す
る不安的介護行為」も 1 年時 12 名（20.7%）











らず 4 年時との比較ができないため，平成 25
年度には 4年生に加え，同じ年度の 1年生にも
参考までに調査を行った．その結果を図 8-1，




は 3名（20.0%）であった．一方，平成 25 年度
の 4年生では，「とてもある」が 14 名（31.1%），
「少しある」が 11 名（24.4%），「ほとんどない」




らったところ，平成 25 年度の 1 年生について
は 15 名中 3 名（20.0%）から，また，平成 25




























































































から 9月の時期に 12 日間の日程で行われてい
る．3年次には，介護実習Ⅱと介護実習Ⅲがそ














































































































































































































































































25 年度の 4 年生に加え，参考までに同じ年度






















































































































2014 年  11 月 28 日受付
2015 年    1 月 27 日受理
実習経験が学生の排泄介護意識に与える影響
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